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地域の産業界と大学が連携した実践的な人材育成
（産学連携製造中核人材育成事業の成果事例：岩手大学における取組）

•岩手大学では、金型や鋳造に関する実践的な人材育成プログラムを開発し、平成１８年４月に国内初となる金
型・鋳造工学専攻の大学院を開設。

•これまでに地場産業からの派遣１０名を含む２８名を育成。今年３月には卒業生１４名を輩出するなど地域の
産業人材の育成に貢献。

•岩手大学では、金型や鋳造に関する実践的な人材育成プログラムを開発し、平成１８年４月に国内初となる金
型・鋳造工学専攻の大学院を開設。

•これまでに地場産業からの派遣１０名を含む２８名を育成。今年３月には卒業生１４名を輩出するなど地域の
産業人材の育成に貢献。

【岩手大学大学院 工学研究科 金型・鋳造工学専攻の主な特徴】

○ インターンシップの実施や就職の受入れ等、地元の産業界が十分なバックアップ体制を構築。
（例：６ヶ月の長期インターンシップの実施に１6社が協力）

○ 教員、講師の７割が企業出身等の実務経験者

○ 大学の既卒者でなくても入学可能

○ さらに、岩手大学の取組を参考として、他大学（九工大、岐阜大、群馬大）においても金型分野の専攻コー
ス等を開設する等、波及効果が拡大
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盛岡市
（岩手大学大学院工学研究科）

北上市
（岩手大学北上サテライト：

金型技術研究センター）

奥州市
（岩手大学水沢サテライト：

鋳造技術研究センター）
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地域の関係者が連携した人材育成：企業立地促進法
• 企業立地促進法では、地域の産業振興戦略に沿って、地方の自治体、産業界、教育機関などが連携して行
う人材育成事業に対して、国がサポート。
（平成20年度：人材育成事業として57地域を支援）

鳥取県鳥取県

地域における代表的な連携事例地域における代表的な連携事例

地域の戦略

人材育成の取組

「クリスタル・コリドール」
構想

大手２社の液晶パネル製造工場
を中心に、関連産業の集積を目指
す

県内の大学や高専などと連携し、
電子ディスプレイの開発にあたる人
材育成のプログラムを開設

宮城県宮城県

自動車・高度電子機械関
連産業の人材育成

地域の戦略

人材育成の取組

産学官の自動車関連ネット
ワークを活かし、関連企業の誘
致を進め、地元企業の受発注
拡大等を促進

・大学への自動車工学コースの
設置

・大学・高専等と、組込ソフト
ウェア等の技術者養成などの
研修

企業大学高専高校
大学高専 企業

連携先 連携先

「くすりの富山」以来の医薬品関連産業等の集積を
活かし、技術高度化を担う人材を創出・育成

医薬品関連技術者のレベルアップ研修や、大学、
高校、企業等が連携したインターンシップを実施

地域の戦略

人材育成の取組

医薬品関連産業等の活性化のための人材育成

富山県富山県

高校 企業大学連携先
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農協

職業訓練校

公設試

大学

地域力

連携拠点

○ 全国３００程度の拠点に合計５００名程度のコーディネーターを設置

「つながり（共同事業）」によるワンストップサービスの実現「つながり（共同事業）」によるワンストップサービスの実現

（コーディネーター）

・金融機関等民間

・企業ＯＢ

・中小企業診断士

・優秀な経営指導員 等

•中小企業の様々な課題に対して、多様な支援メニューをワンストップで提供できるよう、地域の対応の窓口
となる「地域力連携拠点」を全国に約300カ所程度設置し、５月中にも事業を開始予定。

•中小企業のためには、連携拠点のパートナーとして地域の職業訓練校が、ニーズに合った訓練を提供する
ことが課題。

地域力連携拠点を通じた人材育成の推進

悩む

中小企業

・課題が見えない

・技術力向上のための人材育成

・事業継続が不安

・販路の開拓

金融機関

パートナー

拠点に相談

中小企業の課題に応じて、主体
的に協力するパートナーや国等の
支援施策とつなげていく。
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